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血順によって 「患者役先群」「看護師役先群」に分類 し比較 した。「患者役先群」は 「採血前」より 「採血
後」「演習後」に不安感は軽減 したが、「看護師役先群」は 「演習前」より 「演習後」で軽減はしたものの、
「採血後」では軽減 していなかった。唾液アミラーゼ活性は 「採血後」において 「看護師役先群」が 「患
者役先群」より有意に高値であった。これは 「看護師役先群」は初めて人に針を刺入するという体験は終
わったが、自分 と同じ初心者に採血されるとい う体験は終わっていないため 「患者役先群」より交感神経
活動が亢進 してお り、演習が終了するまで不安感は軽減 しなかったものと考える。学生同士で実施する採
血演習においては、採血する看護師役の学生のみならず、患者役として初心者から採血 される学生に対し
ても不安を軽減するよう留意 し、指導することが重要である。
キー ワー ド:採 血演習、看護学生、採血順、状態不安、唾液ア ミラーゼ活性
Nursing Students' Anxiety during Training for Taking Blood Samples
 ‐Effects of the Order of Role-Playing on their State Anxiety and Salivary
  Amylase Activity when Each Student Plays Patient and Nurse Roles‐
    Masako Momma, Natsuko Nakai, Migiwa Nakada, Akiko Kataoka
Department of Nursing, School of Health Sciences, Sapporo Medical University
The state anxiety scale and salivary amylase activity of eleven nursing students were measured be-
fore and after taking blood during training and before and after the training session. Each student
played both the patient a dnurse roles, andthe measurements werecompared between those who
played the patient role first (first group of patients' role) and those who played the nurse role first
(first group of nurses' role). In the first group of patients' roleanxiety lowered after blood-taking nd
training from the pre blood-taking level. Theanxiety level ofthe first group of nurses' role did not
become lower after blood-taking lthough they showed less anxiety after the training session. The
post blood-taking salivary amylase activity of he first group of nurses' role was significantly higher
than the first group of patients' role. The authors suggest that the former g oup's sympathetic
nervous system accelerated and anxiety remained high until after the training session, because having
the first experience of inserting a needle into someone's arm, they realized th ywere to have blood
taken by an inexperienced student like themselves. Supervisors should remember that students play-
ing patient have anxiety forhaving blood taken by novice hands as well as those playing nurse, and
take measures to alleviate their anxiety.
Key words:Training for taking a blood sample, Nursing students, Order of role-playing, State anxi-
      ety, Salivary amylase activity
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て採血を実施 した学生を 「患者役先群」、看護師 として採


















































　対象全 体の状態不安得 点を図1に 示 した。 「通常時」 が
43.1±6.8点、 「演習前 」 が58.7±8.0点、 「採血 前」 が57.5
±7.0点、 「採血後 」が43.9±9.1点、 「演習後 」が42.4±7.9
点で、 「通 常時」 よ り 「演習前」 「採血前 」で有意 に高得点
に、 「演習前」 よ り　「採血後」 「演習後」 で、 「採血前」 よ
り 「採 血後」 「演習後」 に有 意に低得点 であった(い ずれ
もp<0.05)。
図1　 対象全体の状態不安得点(mean±S.D.)
　 　　　　　 　　　　　　 　　　　n=11　　*:p〈0.05
　採血順 に よって2群 に分類 した。 「患者役 先群」 は6名
(女性 、20.7±1.0歳)、「看護 師役先群 」は5名(男 性2名 、
女性3名 、21.2±2.7歳)であった。 「患者役先群 」 「看護
師役先群」 それぞれの 「通常時」 の状 態不安 は、 「患者役
先群」 が43.5±7.6点、 「看護 師役先群」が42.6±6.7点で有
意差は認め られず、両群に状態不安の差異がない ことを確
認 した。採血演習におけ る両群の状態不安得点を図2に 示
した。 「患者役先 群」 では 「演習前 」が56.8±8.5点、 「採
血前」 が58.5±7.3点、 「採 血後」が44.7±7.9点、「演習後」
が42.0±6.2点で、 「演 習前」 よ り 「演習 後」で、 「採 血前」
よ り 「演習後」に有意に低得点 となっていた(い ずれ もp<
0.05)。「看 護師役 先群 」 では 「演習 前」 が61.0±7.6点、
「採血前」 が56.4±7.3点、 「採 血後」 が43.0±11.3点、 「演
習後 」が42.8±10.5点で 、 「演習前」 よ り 「演習後 」 に有
意 に低得 点 とな ってい た(p<0.05)が、 採 血前後 お よび






　 　 　 通常時　　　演習前　　　　採血前　　　採血後　　　演習後
図2　 「患者役先群」 および 「看護師役先群」の状態不安
　　　得点(mean±S.D.)　　 　　 　 　　 　 　 　　 *:p〈0.05
　対象全 体の唾液 ア ミラーゼ活性 を図3に 示 した。 「演習
前 」 が41.6±23.4KU/L、「採 血前 」 が52.3±41.OKU/L、
「採血後」 が43.5±20.8KU/L、「演習後 」が50.4±41.3KU/
Lで、調査時 それ ぞれの比較 では、いずれ も有意差 は認 め
られなかった。ア ミラーゼ活性 をス トレスのバイオマーカー
とす る場合、絶対値 よ りもその時間勾配が適切 であるIU)こ
とか ら、 「演習 前」 の ア ミラー ゼ活性 を0と した場 合 の
「採血前」 「採血後」 「演 習後」の増減 を図4に 示 した。 「演








図4　 演習前 を0とした ときの唾液ア ミラーゼ活性
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図5　 「患者役先群」お よび 「看護師役 先群 」の唾液 ア ミ
　　　ラーゼ活性(mean±S.D.)　　 　 　　　 　 *:p〈0.05
表1　 採血演習における唾液アミラーゼ活性値と状態不安得点の相関係数










ていた。 「採 血後」 か ら 「演習後」 では ほとん ど変化がみ
られず 、「演習前」よ り若 干高値 であった。
　 「患者役先群」お よび 「看護師役先群」の唾液ア ミラー
ゼ活性 を図5に 示 した。 「患者役先群 」では 「演習前」 が3
7.7±20.3KU/L、「採 血前」が32.8±17.IKU/L、「採血 後」
が32.5±16.2KU/L、「演習後」 が40.3±37.5KU/Lであった。
「看護 師役先群 」 では 「演習前 」 が46.4±28.4KU/L、「採
血前」 が75.6±51.OKU/L、「採 血後」 が56.6±18.8KU/L、
「演 習後 」 が62.4±46.7KU/Lであ った。 両群 の比較 では
「採 血後」においてのみ有意差 が認 め られ 、「患者 役先群」
よ り 「看護師役先群」が有意に高値であった(p〈0.05)。
　全体お よび 「看護師役 先群」 「患者役先群 」の状態 不安
得点 と唾液ア ミラーゼ活性 との相関係 数を表1に 示 した。
全体お よび両群 ともに、いずれの時点において も状 態不安













が明 らかになる技術である。 しかし、採血部位 となる静脈
は個々人でその走行や深 さは多様であるため、静脈に針を
刺入する際は相手の静脈の走行や深 さに適 した刺入角度 ・
長さを決めなければな らない。採血は成書の記述だけを頼
りに実施することはできない技術であり、このため、演習













感 しており、このため自分 と同じ初心者が自分に対 して採
血を終えるまで不安感は軽減 しなかったものと思われる。
　唾液アミラーゼ活性については、調査時点間の有意差は
み られなかったものの 「演習前」より 「採血前」で増大し、
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